山形市上下水道部水道技術研修施設運営要綱

（趣旨）
第１条　この要綱は、山形市上下水道部庁舎管理規程（平成４年水道事業管理規程第９号）に定めるもののほか、山形市上下水道部水道技術研修施設（以下「研修施設」という。）の運営等に関し、必要な事項を定めるものとする。
（目的）
第２条　研修施設は、山形市上下水道部職員（以下「上下水道部職員」という。）及び山形市等の水道事業に携わる者の水道技術継承及び技術力の維持・向上を図ることを目的とする。
（使用者の範囲）
第３条　研修施設を使用できる者は、次に掲げるものとする。
（１）　上下水道部職員
（２）　山形市上下水道事業管理者（以下「管理者」という。）が特に認めるもの。
（使用日等）
第４条　研修施設の使用は、原則として、午前８時３０分から午後５時１５分までとし、山形市職員の勤務時間、休暇等に関する条例（平成７年市条例第１号）に規定する週休日及び休日を除く日とする。
（使用区分）
第５条　研修施設の使用区分は埋設配管エリア及び地上配管エリア（別図参照）とする。
（使用許可手続）
第６条　研修施設を使用しようとする者（以下「使用者」という。）は、次により申請書を提出し、管理者の許可を受けるものとする。
（１）　第３条第１号に定める山形市上下水道部職員　　使用申請書（様式第１号）
（２）　第３条第２号に定めるもの　目的外使用許可申請書　（様式第２号）
　（使用料）
第７条　前条第２号に定める目的外使用に係る使用料は、契約及び財産の取得又は処分並びに財産の管理等に関する条例（昭和３９年市条例第２９号。以下「条例」という。）に基づき算出し、別表１のとおりとする。
２　条例の規定により減免又は免除を受けようとするものは､行政財産目的外使用料減免申請書（様式第３号）を管理者に提出し、承認を得なければならない。
（資器材の使用）
第８条　研修施設の研修に必要な資器材は、原則として使用者が準備するものとする。
（原状回復の義務）
第９条　使用者は、その使用が終わったとき又は使用の中止を命ぜられたときは、直ちに原状に回復しなければならない。
（行為の禁止）
第１０条　研修施設内では、次に掲げる行為をした者については、使用の中止を命ずることができる。
（１）　他人に迷惑をかける行為。
（２）　研修施設を損傷し、又は汚損する行為。
（３）　その他研修施設の管理上適当でないと認める行為。
（補則）
第１１条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。

附　則
　この要綱は、平成２５年６月３日から施行する。
附　則
　この要綱は、令和２年４月１日から施行する。
附　則
[bookmark: _GoBack]　この要綱は、令和３年４月１日から施行する。





別表１
	使用区分
	使用料

	埋設配管エリア
	１時間当たり４８０円（２９７平方メートル÷１００平方メートル×１６０円）

	地上配管エリア
	１時間当たり８００円（４４５．５平方メートル÷１００平方メートル×１６０円）







